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研究成果の概要： 

本研究ではネガティブ感情体験の扱い方（処理様式）が生物学的状態や心理行動に与える影
響を調べる複数の実験を実施した。主な知見は（1）ネガティブ感情の処理様式は「自我統合
性」「調律」「外在化」「侵入」「回避」「解離」「抑制」「統制効力」という 8 つに類型化され、
いずれの様式が優勢であるかという点で個人差が存在すること、またなかでも「抑制」が実際
のストレス負荷状態からの自律神経系の回復を遅延させること、（2）ネガティブ感情経験に関
する思考は実行機能（ワーキングメモリ機能）を低下させるが、ネガティブ感情経験の思考を
阻止（抑制）することが特に実行機能の低下を導くこと、一方、ネガティブ感情経験の筆記に
よる言語化の促進は実行機能を改善すること、（3）ネガティブ感情経験に一定のポジティブな
価値をおく人々は日常生活におけるネガティブ感情の経験と表出が柔軟に示されること等であ
る。また、（4）ネガティブ感情経験に向き合い受容するための適応的かつ効果的な方法として
「花」を見つめ触れること、あるいは「いけばな」制作が役立ちうることを明らかにした。こ
れらの研究結果は、ネガティブ感情を無視したり単純に抑え込むことが効用よりも弊害をもた
らすこと、各種の処理様式を学習して実行することでネガティブ感情と上手に折り合いをつけ、
心身機能を適応的に調節することが可能であることを示唆する。 
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１．研究開始当初の背景 

一般的にポジティブ感情は健康に有益で
ありネガティブ感情は健康に有害であると
いう見解があるが、本研究ではネガティブ感
情反応そのものが健康に有害であるという
よりも、ネガティブ感情の扱い方が時として
健康に打撃を生じる可能性があると考え、関
連する心理学実験を実施した。 

研究を着想した背景には、ポジティブ感情
に価値を置き、ネガティブ感情の価値を認め
ない社会的風潮に対して、ネガティブ感情の
価値を評価することが社会的問題の理解や
解決に有用であろうという問題意識があっ
た。 
 
２．研究の目的 
本研究ではネガティブ感情体験の扱い方

が生物学的状態や心理行動に与える影響を
調べる複数の実験を実施した。 

(1) ネガティブ感情体験の処理様式を査定
する心理尺度の開発 

(2) ネガティブ感情処理に関する比較文化
研究 

(3) ネガティブ感情体験の処理様式と心拍
変動性の関係の査定 

(4) ネガティブ感情体験に関する思考の抑
制とワーキングメモリ機能の関係の査
定 

(5) ネガティブ感情体験の言語化（筆記）
がワーキングメモリ機能及びストレス
ホルモン（コルチゾール）分泌に及ぼ
す影響の査定 

(6) ネガティブ感情とポジティブ感情の体
験に関する異なる年齢集団の横断研究 

(7) 自己のネガティブ感情に向き合い適応
的に意識化する方法としての花の利用
に関する試験研究 

(8) 認知症高齢者の介護者のネガティブ感
情経験の実態とケアに関する調査研究
に取り組んだ。 

 
３．研究の方法 
上記の研究のうち、(1)、(6)、(8)では一般

成人を対象にして質問紙調査（一部、ＷＥＢ
調査を利用）を実施した。(1)、(2)、(3)、(4)、
(5)、(6)では大学生を対象にして質問紙調査ま
たは大学の心理学実験室における実験を実
施した。 

 
４．研究成果 

(1)ネガティブ感情体験の処理様式（抑圧、
抑制、解離など）を測定する「Emotional 
Processing Scale」の日本語仕様を開発した

（Yogo & Ohira, 2006）。また同尺度と解離
性障害等の関係を検討した（金山・大隅・飯
村・余語・大平，2008）。 

(2)ネガティブ感情処理に関する比較文化
研究では抑圧対処様式と健康自覚症状の関
係について、ニュージーランド、米国、日本
で比較し、国際会議で成果を発表した
（Tamagawa, Booth, Moss- Morris, Yogo, 
Baddeley, Bakler, & Pennebaker, 2008a,b）。   
 

(3)ネガティブ感情体験の処理様式と心拍
変動の関係の査定実験では、抑制的処理が心
拍変動性の正常レベルの回復を遅延させる
ことを明らかにした。実験結果は 2009 年度
の日本心理学会と International Society for 
Research on Emotions で発表する（Iimura 
& Yogo, 2009; 飯村・余語，2009）。 

(4)ネガティブ感情体験に関する思考の抑
制とワーキングメモリ機能の関係の査定研
究の研究では、ネガティブ感情自体のワーキ
ングメモリに対する影響力よりもネガティ
ブ感情の思考を意識的抑制のワーキングメ
モリ機能に対する影響が強いことが明らか
になった（小川・余語，2007;Ogawa, Smyth, 
& Yogo, 2007）。 

(5)ネガティブ感情体験の言語化（筆記）が
ワーキングメモリ機能及びストレスホルモ
ン（コルチゾール）分泌に及ぼす影響に関す
る実験では、言語化を促進するとワーキング
メモリ機能が改善することを明らかにした
（Yogo & Fujihara, 2008; Yogo, 2008）。スト
レスホルモンへの作用については現在解析
中である。 

(6)ネガティブ感情とポジティブ感情の体
験に関する異なる年齢集団の横断研究は、20
歳代から 60 歳代までの約 800 名の一般成人
を対象にＷＥＢ調査を実施した。年代にかか
わらず、ポジティブ感情とネガティブ感情を
日常生活で比較的頻繁に経験する人々は、ポ
ジティブ感情だけでなくネガティブ感情経
験の効用を認識する傾向が認められた（Yogo, 
2007）。 

(7)自己のネガティブ感情に向き合い適応
的に意識化する方法としての花の利用に関
する試験研究では、「花」と「いけばな」の
効用を実験的に検討した。「花」に対して人々
はポジティブな感情を喚起するだけでなく
ネガティブな感情も喚起すること、人は「花」
に自己の感情や問題を投影し、自己開示や自
己洞察が進むことなどが発見された（Yogo, 
Ogawa, & Hamasaki, 2008）。この試験研究
の成果に基づき、現在、花を媒介にしたネガ
ティブ感情と向き合う方法や個人・集団カウ



ンセリング法、あるいは、いけばなを用いた
認知症高齢者の認知・情緒機能のリハビリテ
ーション法の開発実践研究が進行している。 

(8)認知症高齢者の介護者のネガティブ感
情経験の実態とケアに関する調査研究では
要介護の認知症高齢者のケアの専門職者（看
護師・介護士）の情緒的問題を調査した。全
般的には経験年数によって情緒的問題の質
や量が異なることが明らかになった（井上・
斉藤・宮川・余語，2008; 宮川・井上・斉藤・
余語，2008）。 
以上、本研究課題で実施した心理学実験・

調査の概要を記したが、これらの研究の成果
の体系化やより詳細なデータ解析は次年度
以降にも実施され、それらの研究成果は国内
もしくは海外の専門学会で発表される予定
であり、さらに単行本として出版される予定
である。 
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